
平成１６年２月期　第１四半期業績の概況（連結）　　

上場会社名 久光製薬株式会社
　（ＵＲＬ　http://www.hisamitsu.co.jp/ )
問合せ先 代表者役職･氏名 代表取締役社長   中冨　博隆　　　
　　　　 責任者役職･氏名 ＩＲ室 室長　　  髙尾　信一郎

１.　四半期業績の概況の作成等に係る事項

　①　財務諸表等の作成に際して準拠した基準 ：（中間連結財務諸表作成基準）
　②　会計処理の方法の最近連結会計年度におけ ：　有
　　　る認識の方法との相違の有無
　　　（内容）　

当四半期におけるたな卸資産のたな卸高は、実地たな卸を行わず、前事業年度に係る実地たな卸
高を基礎として、帳簿たな卸によって算定しています。

　③　連結及び持分法の適用範囲の異動の状況 ：　有
　　　（内容）

ＰＴサロンパスインドネシアは、３月から持分法適用関連会社より連結子会社となり、丸東産業
株式会社は、５月から持分法適用関連会社となりました。

　④　公認会計士又は監査法人による関与の状況 ：　無

２.　平成１６年２月期第１四半期の業績概況　（平成１５年３月１日～平成１５年５月３１日）
　（１）経営成績（連結）の進捗状況 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ ％

17,538 ― 3,757 ― 3,855 ― ―
　　― ― 　　― ― 　　― ― ―
70,000 ― 17,055 ― 17,239 ― ―

円 銭 円 銭

23 42 　　― ―
　　― ― 　　― ―

101 28 　　― ―
　　（注）１　パーセントについては、増減率を示していますが、前年同四半期決算を行っていないため
　　　　　　　記載を省略しています。
　　　　　２　前年同四半期については、四半期決算を行っていないため記載を省略しています。
　　　　　３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式がないため記載し
　　　　　　　ていません。

　[経営成績（連結）の進捗状況に関する定性的情報等]
　我が国の経済状況は、依然として個人消費及び雇用環境等が低迷し、長期化するデフレ基調から脱しき
れずにいる状況です。
　医薬品業界においても、少子高齢化社会の進展に伴う医療費抑制策は、景気の低迷と併せて年々厳しさ
を増しています。昨年実施された診療報酬及び薬価の改定や高齢者の定率負担に加え、本年４月には被用
者本人負担が引き上げられました。このように、医療制度改革の促進や規制緩和の推進、薬事法改正等さ
まざまな改革が検討されるなど、極めて厳しい経営環境となっています。
　このような状況の中で当社は、医療用医薬品につきましては、重点商品である「モーラス」･「モーラ
ステープ」などの外用鎮痛消炎剤を中心に、医療機関のニーズに的確に対応した学術情報活動を展開しま
した。一般用医薬品につきましては、２月に新発売したスイッチＯＴＣの水虫治療薬「ブテナロック」の
拡売、「サロンパス」･「サロンシップ」などの外用鎮痛消炎剤の販売促進に努めました。
　以上のような営業活動の結果、当第1四半期の売上高は１７，５３８百万円、利益面については、経常
利益３，８５５百万円、四半期純利益２，１３２百万円となりました。

四半期（当期）
純　利　益

（コード番号：４５３０　　　東　大　名　福）

ＴＥＬ：（０３）５２９３－１７１４　　

売上高 営業利益 経常利益

百万円

１６年２月期第１四半期 2,132
１５年２月期第１四半期 　―
( 参 考 ） １ ５ 年 ２ 月 期 9,397

１株当たり四半期 潜在株式調整後１株当たり

（当期）純利益 四半期(当期)純利益

１６年２月期第１四半期

１５年２月期第１四半期

( 参 考 ） １ ５ 年 ２ 月 期

平成15年6月30日
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　（２）財政状態（連結）の変動状況 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

百万円 百万円 ％ 銭

70

24
　　（注）前年同四半期については、四半期決算を行っていないため記載を省略しています。

　[財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等]
当第１四半期の財政状態は以下のとおりです｡
　総資産は２,０５８百万円減少し、株主資本も８８２百万円減少しましたが、株主資本比率は６８.０％
と０．６ポイント改善しました｡
　増減の主なものは、現金及び預金の減少７,２３３百万円、受取手形及び売掛金の増加３，１８８百万円
短期借入金の増加１，３９１百万円、未払い法人税等の減少４，００２百万円、自己株式の増加１,７１２
百万円などです。

　　(参考１）　四半期個別経営成績等の概況（平成１５年３月１日～平成１５年５月３１日）
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

３.　平成１６年２月期の連結業績予想（平成１５年３月１日～平成１６年２月２９日）
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

百万円 百万円 百万円 銭

56
84

　[業績予想に関する定性的情報等]
　当社を取り巻く厳しい環境は今後も当面継続すると考えられますが、当第１四半期につきましては、ほ
ぼ予算計画に沿った業績で推移しているため、前回公表の中間期および通期の業績予想は修正していませ
ん。

　　（参考２）平成１６年２月期の個別業績予想（平成１５年３月１日～平成１６年２月２９日）
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しています。

中間
百万円 百万円 百万円 円　銭

－
－

＊当資料の記載内容のうち、将来の見通し及び計画に基づく予測には、不確実な要素が含まれ、変動する
　可能性を有しています。従って、実際の業績は現時点での当社の判断に対して異なる可能性もあります。

総資産 株主資本 株主資本比率
１株当たり
株主資本

円

１６年２月期第１四半期 87,321 59,350 68.0 653
―

( 参 考 ） １ ５ 年 ２ 月 期 89,379 60,232 67.4 654
１５年２月期第１四半期 ― ― ―

四半期（当期）純利益
百万円 百万円 百万円 百万円

売上高 営業利益 経常利益

2,020

総資産 株主資本

１６年２月期第１四半期 16,256 3,420 3,554

百万円 百万円

１６年２月期第１四半期 81,654 59,106

１株当たり

予想当期（中間）純利益
円

予想売上高 予想経常利益 予想当期(中間）純利益

49
通 期 74,000       17,000 9,700 106
中 間 期 37,000        8,000 4,500

4,400

１株当たり年間予想配当金

期末
円　銭

予想売上高 予想経常利益 予想当期(中間）純利益

－
通 期 70,000       16,600 9,300 14.00
中 間 期 35,000        7,900
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ファイル名:１損益計算書.doc 更新日時:2003/06/27 10:24 印刷日時:03/06/27 11:15 

１． 四半期連結損益計算書 
 

 
平成16年２月期第１四半期 
(自 平成15年３月１日 
至 平成15年５月31日) 

前連結会計年度の要約連結損益計算書
(自 平成14年３月１日 
至 平成15年２月28日) 

区分 金額(百万円) 百分比 
(％) 金額(百万円) 百分比 

(％) 

Ⅰ 売上高 17,538 100.0  70,000 100.0

Ⅱ 売上原価 5,366 30.6  21,174 30.2

売上総利益 12,171 69.4  48,825 69.8

Ⅲ 販売費及び一般管理費 8,414 48.0  31,769 45.4

営業利益 3,757 21.4  17,055 24.4

Ⅳ 営業外収益   

１ 受取利息 8 124  

２ 受取配当金 58 59  

３ 持分法による投資利益 － 72  

４ 連結調整勘定償却額 9 －  

５ その他の営業外収益 69 145 0.8 369 625 0.9

Ⅴ 営業外費用   

１ 支払利息 10 183  

２  為替差損 15 166  

３  持分法による投資損失 7 －  

４  その他の営業外費用 13 46 0.2 91 441 0.7

経常利益 3,855 22.0  17,239 24.6

Ⅵ 特別利益   

１ 固定資産売却益 － 0  

２ 国庫補助金 154 154 0.9 444 444 0.6

Ⅶ 特別損失   

１ 固定資産処分損 1 43  

２ 固定資産圧縮損 154 444  

３ 投資有価証券評価損 － 560  

４  貸倒引当金繰入額 － 41  

５  その他 － 155 0.9 0 1,090 1.5

税金等調整前四半期 

(当期)純利益 3,853 22.0  16,594 23.7

法人税、住民税及び事業税 1,678 7,739  

法人税等調整額 － 1,678 9.6 △664 7,075 10.1

少数株主利益(減算) 42 0.2  120 0.2

四半期(当期)純利益 2,132 12.2  9,397 13.4
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ファイル名:１貸借対照表.doc 更新日時:2003/06/27 9:23 印刷日時:03/06/27 11:16 

２． 四半期連結貸借対照表 
 

 平成16年２月期第１四半期末 
(平成15年5月31日) 

前連結会計年度の要約連結貸借対照表
(平成15年2月28日) 

区分 金額(百万円) 構成比 
(％) 金額(百万円) 構成比 

(％) 

(資産の部)   

Ⅰ 流動資産   

１ 現金及び預金 7,107  14,340 

２ 受取手形及び売掛金 20,690  17,502 

３ 有価証券 3,112  2,048 

４ たな卸資産 5,496  5,195 

５ 繰延税金資産 720  725 

６ その他 2,327  1,728 

  貸倒引当金 △148  △127 

流動資産合計 39,305 45.0  41,413 46.3

Ⅱ 固定資産   

１ 有形固定資産   

(1) 建物及び構築物 13,647 13,698  

(2) 機械装置及び運搬具 5,289 5,456  

(3) 工具・器具及び備品 4,036 4,129  

(4) 土地 11,370 11,366  

(5) 建設仮勘定 2,897 37,240 (42.7) 2,512 37,164 (41.6)

２ 無形固定資産 433 (0.5)  468 (0.5)

３ 投資その他の資産   

(1) 投資有価証券 5,831  6,012 

(2) 繰延税金資産 2,632  2,597 

(3) その他 2,396  2,240 

貸倒引当金 △518  △517 

投資その他の資産合計 10,341 (11.8)  10,333 (11.6)

 固定資産合計 48,016 55.0  47,966 53.7

資産合計 87,321 100.0  89,379 100.0
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ファイル名:１貸借対照表.doc 更新日時:2003/06/27 9:23 印刷日時:03/06/27 11:16 

 

 平成16年２月期第１四半期末 
(平成15年5月31日) 

前連結会計年度の要約連結貸借対照表
(平成15年2月28日) 

区分 金額(百万円) 構成比 
(％) 金額(百万円) 構成比

(％) 

(負債の部)   

Ⅰ 流動負債   

１ 支払手形及び買掛金 8,065  7,706 

２ 短期借入金 2,080  689 

３ 未払金 5,314  6,002 

４ 未払法人税等 1,673  5,675 

５ 返品調整引当金 258  198 

６ 賞与引当金 946  499 

７ その他 1,760  823 

流動負債合計 20,100 (23.0)  21,595 (24.2)

Ⅱ 固定負債   

１ 長期借入金 1,645  1,612 

２ 再評価に係る繰延税金負債 1,893  1,954 

３ 退職給付引当金 2,624  2,583 

４ 役員退職給与引当金 767  866 

５ その他 240  58 

固定負債合計 7,171 (8.2)  7,075 (7.9)

負債合計 27,272 31.2  28,670 32.1

(少数株主持分)   

少数株主持分 699 0.8  476 0.5

(資本の部)   

Ⅰ 資本金 8,473 (9.7)  8,473 (9.5)

Ⅱ 資本剰余金 8,241 (9.4)  8,241 (9.2)

Ⅲ 利益剰余金 48,442 (55.5)  47,470 (53.1)

Ⅳ 土地再評価差額金 2,790 (3.2)  2,728 (3.0)

Ⅴ その他有価証券評価差額金 △434 (△0.5)  △389 (△0.4)

Ⅵ  為替換算調整勘定 △914 (△1.0)  △756 (△0.8)

Ⅶ 自己株式 △7,249 (△8.3)  △5,537 (△6.2)

資本合計 59,350 68.0  60,232 67.4

負債、少数株主持分 
及び資本合計 87,321 100.0  89,379 100.0
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ファイル名:１剰余金計算書.doc 更新日時:2003/06/27 8:33 印刷日時:03/06/27 9:22 

３． 四半期連結剰余金計算書 
 

 
平成16年２月期第１四半期 
(自 平成15年３月１日 
至 平成15年５月31日) 

前連結会計年度の要約連結剰余金計算書
(自 平成14年３月１日 
至 平成15年２月28日) 

区分 金額(百万円) 金額(百万円) 

（資本剰余金の部）  

Ⅰ 資本剰余金期首残高 8,241  8,241

Ⅱ 資本剰余金増加高 －  －

Ⅲ 資本剰余金減少高 －  －

Ⅳ 資本剰余金期末残高 8,241  8,241

（利益剰余金の部）  

Ⅰ 利益剰余金期首残高 47,470  

  １  連結剰余金期首残高 －  38,976

Ⅱ 利益剰余金増加高  

  １  四半期(当期)純利益 2,132  9,397

Ⅲ 利益剰余金減少高  

１ 配当金 1,104 847 

２ 役員賞与 56 1,160 56 903

Ⅳ 利益剰余金期末残高 48,442  47,470
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